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 私たちが提案する図書館サービスとは？

1. 誰もが 身近で普段使いできる図書館

身近にあって気軽に利用できる図書館。15分以内のアクセスが図書館に通う最大の動機です。

2． 「分館」として求められる機能を持つ

一定数の蔵書（3－5万冊）と正規職員を持ち、独自の運営機能を持つ。（日本図書館協会）

3． 既存施設の活用と合理的経営による開設・運営費の縮減

休館した民間施設や廃校を活用し初期費用を抑えるとともに、合理的経営により運営費も抑える。

4. 住民が 参画する 地域文化の拠点

住民の経験と知恵が活かし、地域活動と同期することで、人とまちを元気にする。

5. 市内全図書館とコミセン図書室が統合管理システムで結ぶ

リアルタイムの在庫情報と予約統合管理。コミセン図書室でも予約、配本、返却を可に。

6. 経験ある図書館長のもと、スタッフと住民も理念を共有

図書館長を公募もしくは選任し、分館長、スタッフ、市民が運営方針を共有する。

 なぜ伊豆高原に分館開設が望まれるか。

 図書館サービスは地域の全住民に均等に提供されることが求められます（文科省）。

 桜木町の新図書館は対島地域住民には遠くて気軽に通えません。

 対島地域の人口は伊東中央（湯川、松原、岡、鎌田、玖須美元和田、新井）の人口に近づきます。

 伊豆高原は市民の文化活動が活発で、これを求めて移住してくる人も少なくありません。

 文化活動の拠点ができることで、「自然と調和した健康保養都市」の実現に近づきます。



広域分散ネットワーク型図書館システムについて

中央図書館と２分館

 分館とは

「分館とは、図書館サービスを全地域の住民に均等に及ぼすために設置される図書館施設
で、本館と指揮命令系統が一つで、一定数の蔵書（3-5 万冊）と正規職員を持ち、独自の運営機能を持

つ」 （日本図書館協会「公立図書館の経営」）

 周辺市の例

新図書館の建設予定地は

桜木町にあり、伊東市北部、

南部の住民は気軽に通えま

せん。

公立図書館のサービスは同

一市町の全住民に等しく利用

されることが求められます。

伊東市の人口規模に応じて

望まれる蔵書数40万冊を、伊

東・中央、宇佐美圏域、対島

圏域それぞれの対象人口に

応じ配分しました。

対島地域の
対象人口は
16,600人




